
- 1 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人エンジニアリング協会 
 

 

 

 2021年のエンジニアリングシンポジウムは前年にも増して新型コロナウイルスの感染

が広がり、準備期間の大半が緊急事態宣言下に置かれる事態となりましたが、昨年の開催

経験から、会期直前まで会場での対面開催ができないかについて検討を進めました。 

 幸い会期直前の10月初日には緊急事態宣言が解除され、エンジニアリングシンポジウ

ム実行委員会にて審議した結果、10月15日（金）に、予定どおり「エンジニアリングシン

ポジウム2021」を開催する事ができました 

開催に当たっては、昨年同様に入場者数を会場キャパシティーの半数以下に留めるとと

もに全席を指定席とするなどの感染防止策を講じました。 

その結果、シンポジウム全体の評価として、「非常に良かった」が61％を占め、「良かっ

た」との評価を合わせれば、99.5％の方から肯定的な評価を頂くことができました。 

以下に2021年のエンジニアリングシンポジウムの概要を報告します。 

 

 
エンジニアリングシンポジウム 

２０２１ 
 

完 了 報 告 書 
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概要写真 

講演Ⅰ．ギリア社 清水社長 

講演Ⅲ．JAXA 山川理事長 

講演Ⅱ．東京大学 高村教授 

会場全景 
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午前の部；2020年度エンジニアリング功労者表彰プロジェクト 

エンジニアリング協会 山東 理事長挨拶 

司会の前野専務理事 

三菱重工 森田様            大成建設 矢島様 
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会場の日本教育会館外観 

開催当日の日本教育会館入り口 

日本教育会館１階に 

設置した受付（左、下） 

感染対策のため、受付と 

来客の間に透明なビニール 

クロスを設置した。 
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会場内では 

「密にならない様に」 

「会話は控えめに」等を 

前方スクリーンとプラカードで 

呼び掛けた（左） 

感染対策について 

感染症対策のため、平常時は 

802席の一ツ橋ホールを 

半数以下となる 378席に制限 

した他、万一感染者が出た場合 

に濃厚接触者を特定できる様、 

全席指定席制とした。 

（左図；青色の席のみ使用） 

 

 

 

 

 

 

 

１階の受付前にサーモグラフィー 

を設置し、来場者の中に発熱者が 

居ない事を確認した。（下） 
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ＰＲパンフレットの３ページめに、 

感染症対策の周知と来場者自身の 

発熱チェックを徹底していただく 

事などにつき記載した 
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２．事業内容 

 

２－１ 概要 

名   称  ： エンジニアリングシンポジウム２０２１ 

統一テーマ  ：  新たな社会を築くエンジニアリング  

～持続可能な人類の未来のために～ 

会   期  ： ２０２１年１０月１５日（金） 

会   場  ： （一財）日本教育会館、一ツ橋ホール 

主   催  ： 一般財団法人 エンジニアリング協会 

後   援  ： 経済産業省 

 

２－２ 基本計画 

本年のシンポジウムの基本計画を以下のとおり設定した。 

 

 経緯と概要 

エンジニアリングシンポジウムは、多業種に亘るエンジニアリング関係者が、年に一度一

堂に会して交流する大イベントであり、この機会にエンジニアリング業界を取り巻くさまざ

まな課題とその対応についての「会員相互間の情報共有の場」として情報交換するとともに、

業界外に向けてエンジニアリング業界の存在意義等について「情報発信する場」としても活用

するものである。 

本シンポジウムの意義と継続の是非については 2019年に「シンポジウムのあり方改革ワー

キンググループ」にて議論を尽くした結果、継続開催することとなった。但し経費節減のため

に会場をそれまでの都市センターホテルから一般財団法人日本教育会館内の一ツ橋ホールに

変更し、従来午前３会場にて合計６本の講演を同時開催してきた形式を、昨年同様に１会場に

て通しで開催する事とした。 

本年は昨年以上の長期間に亙るコロナウィルス感染拡大により、準備期間の殆どが緊急事

態宣言下となった。そのため開催検討の母体となる実行委員会が初回から 10月の第 5回まで

全てリモート会議での開催となり、直前まで開催そのものが危ぶまれたが、昨年の経験を踏ま

え、感染症対策に万全を期して実開催で２０２１年度のシンポジウムを開催することとした。

開催直前の 10 月 1日には全国的に緊急事態宣言、蔓延防止措置ともに解除されたものの、感

染予防のために昨年同様に午後の幕間のコーヒーサービスや終了後の懇親会は行わない事と

した。 

昨年と同じく会場キャパシティーの 802席を感染対策のために半分以下の 378席に限定し、

全席指定席とした。後方の席から講師の表情が見づらい事を勘案し、今年初めて前方スクリー

ンに講師の映像を上映資料と併せて投影した。 

 

 工程 

エンジニアリングシンポジウム 2021の全体工程表を表１に示す。 
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敬称略 

  

【午前の部】 一ツ橋ホール（３F） 

10:30 

(35分) 

11:05 

（幕間） 

11:10 

(35分) 

11:45 

【2020年度エンジニアリング功労者表彰プロジェクト】 

１．ケニア オルカリア５号 地熱発電プロジェクトの紹介 

三菱重工業株式会社 エナジートランジション＆パワー事業本部 

ＳＰＭⅠ事業部 長崎プラント技術部 

地熱プロジェクトグループ 主席技師 森田 優 

 

２．国立競技場 屋根鉄骨仮設工事における施工・仮設計画の改善 

大成建設株式会社      

建築本部 技術部 機械技術室 部長代理 矢島清志 

（65分） 昼休み 

【午後の部】 一ツ橋ホール（３F） 

12:50 【協会挨拶】 山東 理二 一般財団法人エンジニアリング協会 理事長 

13:00 

（75分） 

14:15 

【講演Ⅰ】 

人工知能はこんなに面白い （変更後） 

ギリア株式会社 代表取締役社長兼 CEO 清水 亮 

(15分) 休憩 

14:30 

（75分） 

15:45 

【講演Ⅱ】 

2050年カーボンニュートラルに向けて 「変化」の中の企業 

東京大学 未来ビジョン研究センター 教授 高村ゆかり 

 

（15分） 休憩 

16:00 

（75分） 

17:15 

【講演Ⅲ】 

はやぶさ 2の帰還までの旅路～宇宙探査の挑戦と展望～ 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA) 理事長 山川 宏 
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２－４． コロナ対策 

コロナウィルス感染予防対策のために以下の対策を取った。 

① 平常時は 802席の一ツ橋ホールを半数以下となる 378席に制限した他、万一感染者が出た場

合に濃厚接触者を特定できる様、全席指定席制とした。 

② ＰＲパンフレットに 1 ページ追加し、感染症対策の周知と来場者自身の発熱チェックを徹底

していただく事などにつき万全を期した。 

③ 入り口には来場者をカメラで捉えて発熱者を特定するサーモグラフィーを設置し、短時間に

集中しがちな来場者をスムーズにチェックすることができた。 

④ 各講演前の休憩時間に、司会から新型コロナウィルス感染防止のためのお願いとして、会場

内でのマスク着用や、休憩時間においても不要な会話をお控えいただきたい事、会場内での

飲食は禁止、ホール内には飲み物などを持ち込まない事、感染防止のために指定された座席

から移動しない事などを繰り返しアナウンスした。 

⑤ 講師控え室での接茶はペットボトルと紙コップとした。 

⑥ 講演終了毎に講師演台、ＰＣと同アクセサリー、スクリーンの消毒等を徹底した。 

⑦ 質疑応答時のマイクにつき、質問者が変わるたびにマイクを都度消毒した。 

⑧ 講師と関係者との昼食会を開催しない事とした。 

⑨ 午後の特別講演前の休憩時間に例年実施していたコーヒーサービスを行わない事とした。 

⑩ 講演会後の懇親会につき、本年度は開催しない事とした。 

 

※ シンポジウム終了後、参加者がコロナウィルスに感染したとの連絡や報告はありません。 
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３． 開催結果 来場者アンケート集計結果 

２２４名からの回答を得ることができた。主要な回答を以下にグラフで示す。 

 

 

以上 


